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通期業績予想値と実績値との差異及び 

特別損失、法人税等調整額（益）の計上に関するお知らせ 

 

2026 年２月６日に公表いたしました 2026 年３月期通期業績予想（2025 年４月１日～2026 年３月 31

日）と、本日「2026 年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」で公表した実績値に差異が生じました

ので、以下のとおりお知らせいたします。 

また、2026 年３月期第４四半期会計期間（2026 年１月１日～2026 年３月 31 日）において、特別損失

及び法人税等調整額（益）を計上しましたので、併せてお知らせいたします。 

 

１．通期業績予想値と実績値の差異について 

（１）2026年３月期通期業績予想値と実績値との差異（2025年４月１日～2026年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 6,000 60 10 △254 

実績値（B） 6,036 81 32 △220 

増減額（B－A） 36 21 22 33 

増減率（％） 0.6 35.5 222.5 - 

（参考）前期個別実績 

（2025年３月期） 
5,909 △56 △99 △848 

 

（２）差異の主な理由 

2026 年２月６日付け「特別損失の計上（見込み）及び業績予想の修正に関するお知らせ」で公表した

業績予想に対し各事業が堅調に推移したことで、上表のとおり、売上高は36百万円増（業績予想増減率

0.6％増）となり、営業利益は21百万円増（同 35.5％増）、経常利益は22百万円増（同 222.5％増）と

なりました。なお、「２．特別損失の計上について」及び「３．法人税等調整額（益）の計上について」

に記載のとおり、特別損失 309 百万円及び法人税等調整額（△は益）△47 百万円を計上したことで、上

表のとおり、当期純損失は33百万円増（業績予想は当期純損失254百万円）となりました。 

 

２．特別損失の計上について 

（１）減損損失 

 当社は、2026 年２月６日付け「特別損失の計上（見込み）及び業績予想の修正に関するお知らせ」で

公表したとおり、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、2026

年３月期第４四半期会計期間に婚活事業に係る固定資産について帳簿価額を回収可能価額にまで減額し、

減損損失260百万円を特別損失に計上しました。 

 また、2027 年３月期の本社移転を踏まえ、移転前の本社固定資産（建物及び設備等）の未償却部分に

ついて減損処理を行うこととし、減損損失31百万円を特別損失に計上しました。 
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（２）移転損失引当金繰入額 

 当社は、2027 年３月期の本社移転を踏まえ、移転前の本社原状回復費用及び解約までの地代家賃を移

転損失引当金繰入額17百万円として特別損失に計上しました。 

 

３．法人税等調整額（益）の計上について 

 当社は、最近の業績動向及び今後の見通しを踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討

した結果、2026 年３月期第４四半期会計期間において、繰延税金資産を計上することとしました。これ

により、法人税等調整額（△は益）△47百万円を計上しました。 

 

４．業績に与える影響 

 本件につきましては、2026 年５月13日付け「2026年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」に反映

しています。なお、本社移転の詳細は決定次第、速やかに開示していきます。 

 

以上 

 

（注）上記は発表日現在の情報です。これら情報は流動的な様々な要素を含むものであり、様々な要因により実際の結果

はこれらと異なる場合があることにご注意ください。 

 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

タメニー株式会社 IR担当 宮川、横田 

〒141-0032 東京都品川区大崎１-20-３ イマス大崎ビル 

Mail：ir-contact@tameny.jp 


